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ヒューマンエラー発生
防止

（実　績）
 　・安全衛生推進協議会の開催：協力企業に対するヒューマンエラー
　　 発生防止の意識向上と基本動作の徹底等

（予　定）
 　・安全衛生推進協議会の開催：協力企業に対するヒューマンエラー
　　 発生防止の意識向上と基本動作の徹底等

3
重傷災害撲滅、全災害
発生状況の把握

（実　績）
 　・協力企業との情報共有、安全施策の検討・評価
 　・安全衛生推進協議会の開催：災害事例等の再発防止対策の周知等
 　・作業毎の安全施策の実施（TBM－KY等）
 　・熱中症予防対策の実施（４～10月）
 　・2023年度災害発生状況、2024年度安全活動計画（4/25公表）

（予　定）
 　・協力企業との情報共有、安全施策の検討・評価
 　・安全衛生推進協議会の開催：災害事例等の再発防止対策の周知等
 　・作業毎の安全施策の実施（TBM－KY等）
 　・熱中症予防対策の実施（４～10月）

5

6 感染症対策の実施

（実　績）
　・作業員の確保状況と地元雇用率についての調査・集計

（予　定）
　・作業員の確保状況と地元雇用率についての調査・集計
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（実　績）

（予　定）

 
（実　績）
　・１Ｆ救急医療室の勤務医師調整

（予　定）
　・１Ｆ救急医療室の勤務医師調整

（実　績）
　・検査対象者・医療機関等からの問い合せ対応及び検査費用の精算手続き

（予　定）
　・検査対象者・医療機関等からの問い合せ対応及び検査費用の精算手続き

四半期毎に実施している不適合やヒューマン
エラーの分析結果を踏まえ、安全衛生推進
協議会にて四半期に一回程度、協力企業に
対しヒューマンエラー発生防止の意識向上と
基本動作の徹底等を啓発
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業

現
場
作
業

労働環境改善スケジュール
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り

作業内容 11月以降6月 備　考これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定 4月 7月 8月 9月 10月5月

（実　績）
　・労働環境・就労実態に関する意見交換及び実態把握
　・意見交換及び実態把握に基づく解決策の検討・実施・結果のフィードバック
　・相談窓口への連絡（処遇・労働条件等）への対応

（予　定）
　・労働環境・就労実態に関する意見交換及び実態把握
　・意見交換及び実態把握に基づく解決策の検討・実施・結果のフィードバック
　・相談窓口への連絡（処遇・労働条件等）への対応
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1 防護装備の適正化検討

（実　績）
　・DS2マスク不要作業でのDS2マスクを着用しない運用の定着、推進

（予　定）
　・DS2マスク不要作業でのDS2マスクを着用しない運用の定着、推進

※管理対象区域を3つのゾーンに区分し、各区分に応じた防護装備を
　着用することで、作業時の負荷軽減による作業性の向上を図る
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継続的な医療職の確保
と患者搬送の迅速化

長期健康管理の実施

8

労働環境・就労実態に
関する企業との取り組
み

4

人
身
安
全

7
作業員の確保状況と地
元雇用率の実態把握

労働環境・就労実態に関する意見交換及び実態把握、解決策の検討・実施・結果のフィードバック

情報共有、安全施策の検討・評価

健康相談受付
（継続実施）

（継続実施）

DS2マスク不要作業でのDS2マスクを着用しない運用の定着、推進

協力企業に対するヒューマンエラー発生防止の意識向上と基本動作の徹底等
（継続実施）

（継続実施）

（継続実施）

【検査受診期間】検査対象者・医療機関等からの問い合せ対応及び検査費用の精算手続き

１Ｆ救急医療室の勤務医師調整

（継続実施）

熱中症予防対策の実施（4～10月）

▼2023年度災害発生状況、2024年度安全活動計画（4/25公表）

（継続実施）

（継続実施）作業員の確保状況と地元雇用率についての調査・集計

2023年度4Qでの不適合・ヒューマンエラー・災害の振り返りを説明（5/9）

▼

新規追加
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管理対象区域の運用区分 レイアウト 提供：日本スペースイメージング，©DigitalGlobe

廃炉中長期実行プラン2024

2023（実績） 2024 2025 2026 2029 2035年度

その他

注：今後の検討に応じて、記載内容には変更があり得る

＜凡例＞

：工程間の関連

：作業の期間

：変更が見込まれる期間

：追加した工程

：変更/具体化した工程

：実施を取り止めた工程

：リスクマップに関連する工程＊-＊

管理対象区域内の企業棟整備（計画的に順次整備する）



東京電力ホールディングス株式会社

安全・品質トピックス

（2023年度4Qでの不適合・HE・災害の振り返り）

参考



１．2023年度4Qの主な発生状況

1

○不適合全体は昨年度に続き、今年度も減少傾向で、

現場作業での不適合やＨＥも減少している。

○しかし、地元や社会の皆さまに不安を与えるＨＥ

が発生した。（高温焼却炉建屋からの放射性物質

を含む水の漏えい）

○災害は、熱中症は若干減少したものの、負傷災害

は今年度も昨年度並みで、減少には至っていない。

また、最近では指挟まれ災害が続いている。



2．現場作業での不適合・ＨＥ・災害の防止に向けて

2

○今年度は、身体汚染やＨＥによる放射性物質の漏えい事象が発生
し、地元や社会の皆さまに不安を与えてしまいました。

○現場作業（操作）の重要性やリスクを理解しないまま、きちんと
確認せずに作業を進めることで、同様な不適合・災害が発生して
います。

○また、現場の危険因子が認識されない、過去の経験から防護措置
を妥当と考えてしまうなど、作業計画段階でのリスク評価の問題
が顕在化していることから、以下のことを実践願います。

①最新の現場状況（危険因子の有無）を把握する。
②危険因子により発生するシナリオを考えて、思惑通りにいかな

い場合も含めて、悪影響を抽出する。
③悪影響を防止するための防護措置を決定する。（評価・見直し）
④工事監理員及び作業関係者全員が危険因子を認識し、防護措置

を理解・実践する。



3．協力企業ＣＲ活動について ～作業安全・品質改善活動～

○１Ｆで働く皆様が、日々の現場作業を何事も無く無事に終え
ること、トラブルや災害を発生させること無く、廃炉作業を
着実に進めることが大事です。

○そのために、当社及び協力企業の方々が一丸となって、現場
の「危険の芽」や「異常兆候」を発見・報告し、作業安全・
品質向上に向けて継続的な改善を行うことを目的に、『協力
企業ＣＲ活動』を進めていきます。

○これまでのように、当社主管Ｇに報告頂く方法のほか、直接
メールで「現場の気づき」を報告できるようにしました。

○本活動で報告頂いた良好事例や改善進捗状況は、各所に設置
したデジタルサイネージやfuku1企業ネット等に掲載します。

3



【参考】協力企業ＣＲ活動推進ポスター

4



【参考】デジタルサイネージ等への掲載事例

5



4．ヒューマンパフォーマンスツール（ＨＰＴ）の活用(1/2）

6

fuku1 企業ネットfuku1 企業ネット

福島第一原子力発電所

現場ルール集

17 保全作業のルール・
ツール

ヒューマンパフォーマンス
ツール（HPT）資料の掲載
について（その２）

ＨＰＴ（ＨＥ防止の手段）について、もっと身近に感じて実務で活かせるよう、

イラストを用いた資料を作成していますので、ぜひご活用下さい。
★「高温焼却炉建屋からの放射性物質を含む水の漏えい」事象を踏まえ、HPT資料を追加



7

4．ヒューマンパフォーマンスツール（ＨＰＴ）の活用(2/2）


